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は し め に

タキイ種苗株式会社が,京都長岡にあった農場を本県甲賀郡甲西町に移転す
る計画をたて用地を求めたところ,用地内に周知の遺跡,狐栗古墳群の所在す
ることがしられた。保存について協議した結果,幹線道路を迂回させノリ面を
かえ,大多数の吉墳を保存し,環境整備をはかるとともに,保存の至難な数基
については発掘調査のうえ,典型的な例を移築することが決定した。

発掘調査の結果,古墳時代後期末葉の吉墳の実態が明瞭となり,そ れが首墳
の終末を示す好箇の資料であるところから,貴重な学術的成果をうることがで

きた。

ここに,そ の成果をとりまとめ,概要を報告し,多 くの人々の参考に供した
いと思 う。

滋賀県教育委員会文化財保護課長

仁 木 捨 太 郎

1 本書は,滋賀県教育委員会が,
タキイ種苗株式会社より 1,000,0

00円で委託をうけ,文化財保護課
が担当実施した甲賀郡甲西町所在

狐栗古墳群の緊急発掘調査事業の

概要報告書である。

2 調査は,文化財保護課技師水野
正好を担当者とし,発掘調査に当

っては奈良国立文化財研究所,立

命館大学歴史学研究会考古学部

会,滋賀大学日本史研究室の援助
をうけ,整理に際しては,奈良国

立文化財研兒所山沢義貴,西谷正

高島忠平,町田章氏,立命館大学

黒崎直,中井貞夫,福岡澄男,丸

山竜平,水野和雄の諸氏の援助を
うけ,写真撮影については福谷脩
氏をわずらわせた。

3 本調査にあたつては,写真,実
韻J図などの記録を作成するととも

に,カ ラースライドを作成した。

広く利用されることを希望する。



甲賀郡甲西町狐栗古墳群調査概要

経 過
タキイ種苗株式会社 (社長滝井治三郎,住所京都市

下京区梅小路通猪熊東入 180番地)は ,京都府下長岡

町に所在する長岡農場が,四月宅地化し,加えて近畿

圏整鳴計画による高速自動車道が農場内を縦員するた

め,滋賀県ゥ甲西町の誘致をうけ,滋賀県甲賀郡甲西

町大字針の地に農場を移転することを計画し,20ヘ ク

タールを買収し,着々と実施設計をたて一部磁圃の造

成に着工された。

昭和42年 5月 20日 ,甲西町教育委員会より同事業の

概要,用地内における周知の遺跡の所在が連絡され,

昭和42年 5月 22日 ,本委員会は同「13教育委員会,同町

文化財専門委員の同道を得,現地調査を実施した。結

果,小字lll栗,山 ノ神,八田ケ谷に古墳群の所在を確

認し,小字城山に針城跡と推定される遺構の存在をた

しかめた。従って,H官和42年 5月 23日 この事実を同社

に通知し,以後再三にわたり保存協議,現地協議がお

こなわたれ。

結果,当初,狐栗古墳群18基中12基を埋没し主幹道

路を敷設する予定であったが,最終的には主幹道路を

迂回させて法面を操作することにより13基を保存し環

境整備をはかること,道路下に埋没する5基を発掘調

査し典型的な遺構を移集することを条件として両者の

協議をまとめた。

昭和42年 7月 21日 ,こ の協議内容にもとづきタキイ

種苗株式会社より文化財保護法第57条 2項の規定にも

とづき土木工事に伴う発掘届が提出され,本委員会も

学術調査を内容とする発掘届を提出し,文化財保護委

員会の承認を得,昭和42年 7月 29日 より滋賀県教育委

員会が主体となり9月 10日 まで,計 44日 間を要し調査

を実施した。

調査中,新たに2基の古墳を発見したため併せて調

査するところがあった。調査は,奈良国立文化財研究

所,立命館大学歴史学研究会考古学部会,滋賀大学日

本史研究会の援助をうけて所期の目的を達したが,調

査後 4基を移築することとし,昭和42年 9月 11日 より

着手し, 9月 20日 ,計 10日 間を要して終了し,こ こに

現地での事業を完了した。なお,用地内の山ノ神古墳

群,八田ノ谷古墳群については,タキイ種苗株式会社

において保存されることとなり,針城跡については土

塁を補修し活用されることとなった。 (水野正好)
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位 置
本県の中央に北東から南西に横たわる陥没湖琵琶湖

が所在し,その周辺に近江の諸平野が広がり,四月は

高い地塁山脈が囲続している。東側には伊吹鈴鹿の諸

連山が連り,そ の南縁は標高500米から600米をかぞえ

る高原性山地,信楽山地が走る。この西にのびる山地
と平行し,北側に西流する野洲川があり,そ の間に中
1300米の,次第に西に広がる平地が見られる。野洲1川
と,水田地帯をなす平地,山麓に東西に点在す る集

落,深い山腹,そ うした風景に彩られる人文的景観が

東西にひろがっている。

本孤栗古墳畔は,阿星山北北東山麓に所在する針集
落の後背地,700米の山覧の緩lLA斜地に位置するが,阿

星山山頂近くより流れでて,針の集落を経て野〃H川に

流入する針川が,山腹の急傾斜を一気に降り,やや緩
傾斜地を少し川幅を広げ西に外弯しゆるやかに流れ ,

再び急激に流下し針の集落に出るが,そ の緩傾斜地の

外弯する針川の東岸の崖上平坦地に立地している。そ

の位置は,針集落の北方に所在する天神山の小山丘西

斜面の最下段平坦面であり,針川の小流をへだてて西
にやや高い堂山の尾根が限前に核腹をみせている。平

(50,000分 ノ1・ 地形図)

坦地は南北 120米, 東西90米をはかり, 北辺は標高
162.5米 を示しており,北は急激に北方へ,西は同様

針川河岸に低下し,南方,東方は天神山に発した高地

形となり約 3.2米 の差をもつて高く,こ の平坦地形が

明確にうかがわれる。平垣地全体について見ると,南

東から北西に軸を配して,軸線上が最も低く軸線外が

次第に高まっており,古墳は大多数この軸線の北東線
に沿って配置されており,微地形測量の結果,こ の軸

線上に古道が存したのではないかと考えられるに至っ

た。従って本古墳群の北端,針川を遡り平坦地に入る

地点に所在する三基の古墳が大きく低下する平坦縁辺

に立地する事実を除けば他はゆるやかな傾斜画面占地

するため,二者を区別しうる結果となっている。本古
墳群の所在地は,滋賀県甲賀郡甲西町大字針小字狐栗
1177,1178,1190～ 1192,■ 99-2～ 3番地に該当し
地目山体であったが同社の用地化後伐採され,近 く農
場内の散遊地として整捕される予定となっている。本

古墳群より更に針川を遡った山ノ神古墳群も86全基が

針川東岸の平坦地に占地しており,本古墳群と相倹っ
て興味ある立地を示している。

-2-

(水野正好)



古墳群の構成

狐栗古墳畔は,南北 120米,東西90米をはかる平坦

地に占地するが,こ の平坦地は南東から北西に漸次低

くなり,その軸線が一見浅い谷状を呈しておりその北

東縁
|「
3Ⅲl基づP,1討 21の与二擦が配置されでいる♂

この谷状の軸線は針川と斜交しており針川を遡ると自

然とこの谷状部分に出るところからみて,自然地形を

巧みに利用したI口道であろうとを定される。この道路

様の軸谷は 110米南東進して崖部に至るもので本古墳

群を連繋する幹僚道硲とすることができ,その間3.5%

前後の勾配をもつことが推奈できる。本古墳群の西限

を限るこの幹線路は,必ずしも墳丘や横穴式石室,木

棺の軸線と一致しないが,こ のことは幹線路より分岐

する支線が存したことを思わしめるのであり,そ うし

た要素を勘案すれば 5支線の設定が可能であり,全 5

支線が北東から南東西に通じ幹線にとりつく結果とな

る。この事実は南東より北西につく幹線路に直交する

ものであり,正しくは古墳を形成した墳百に巧みにと

りつく支線路であったことが理解されるのである。

従って 5支線路により区分される古墳は,それぞれ

小支群を構成することとなり,全21基は 7支群に分別

(狐栗古墳群・全景)

することが可能となる。これら7支群は,構成する古

墳の基数,内容,存続期などについて共通性がみとめ

られ,支群の成立はほ 疑ゞいないものと思料される。

次に各支群を南より順次検討したい。
l A支群は,本古墳群の最奥郡に住耳し, 3基よりな
る。Al号古墳は径135米以上の【墳で横穴式石室を
もつ。南西に開口する模様で,本支群中最大の規模を

もつ。A2号古墳は,径 9.4米 のFE墳で南西に開口す
る横穴式石室をもつ。A3号古墳は, 一辺約7.3米の
方形墳で南西から北東に報を配する2椎があった。

B支群は,A支群の北方に位置し4基よりなる。B
l号古墳は幹絣路に近く赤調査であるが,径 9米以上
のF墳で横穴式石室をもつ。南に開口する模様で小群

中最大の規模となろう。B2号古墳は径10米の円墳で
南に開口する横穴式石室をもつ。B3号古墳は径9.3米
で南に開口する横穴式石室をもつ。B4号古墳はB3
号古墳の墳丘南据を利用した推定円墳で南に開口する

1椎収納の小横穴式石室をもつ。本支群は墳丘相接し

南に東西に走る支道のあること,B4号古墳造営時延
長されたことが判明した。

C支群はB支群の東北方の崖状部にあ り1基 であ
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(狐栗古墳群・ 全域実測図)
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EIl発掘調査古墳
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る。崖上に他墳が存した可能性もあるが早く開墾開道

されみられない。径14.6米の円墳で最大規模の横穴式

石室を西向開回し,D支辞の支線路を利用する。
D支群はB支鮮の北方に位置し3基よりなる。Dl
号古墳, D2号古墳は現状では径53米 と小規模であ
るが埋没はげしく恐らく旧規は 8米前後であろう。横

穴式石室で南に開口する模様である。D3号古墳は本
支畔の最奥部に位置し一辺約10.8米の方形墳であり南

東向きの木常が存した可能性がみられる。

E支群はD支辞の北西に位置し3基よりなる。El
号古墳は径■.4米 以上の円墳であり最も幹侯路に近く

横穴式石嘉と思われるが開口方位は不明である。E2
号古墳は径9.8米 以上の円墳で横穴式石室をもつが南

東に開口する模様である。 E3号古墳は一辺約9.2米
を測る方形墳であるが,内部主体は不明。恐らく南東
向の木常が埋置されていると想定される。

F支畔はE支辞の北西に位置し3基よりなる。Fl
号古墳は径13.8米以上の円墳で横穴式石室をもつ。南

に開口する模様であり本支群中規模最大と思われる。

F2号古墳は径 9米の円墳であり,横穴式石室を主体
とする。恐らく南東に開口するものであろう。F3号
古墳は径71米 以上の円墳であるが石室はみられず木
棺直葬の方形墳とすることもできよう。

(古墳群の構成)

G支群はF支群の北西に位置し4基の大規模な古墳
よりなり盟主的存在である。平坦地最北端入田部に該

当し注目される。Gl号古墳は幹線路に接し径17米を
測る円墳で横穴式石室をもつ。南西に開口する模様。

G2号古墳は径19.6米の円墳で北西に開口する横穴式
石室をもつ。G3号古墳は径143米の円墳で横穴式石
室をもつ。南西に開口する模様である。G4号古墳は
G2号古墳に南接し径8.6米以上の円墳てあるが 木憶
直葬の方形墳とすることも可能である。

以上 7支詳を概説したが,各支群にあ つては最奥

部,ないしは支線路に面する2古墳間背後に木 FB‐直葬

の方形墳や小石室をもつ古墳が存し,通有な横穴式石

室をもつ円墳とは自づから異った支辞内配置をとり,

前者の営造が後者におくれることをよく示している。

従って支群内の各古墳が時間的に継起して営造された

ことはほぼ疑いなく,こ うした点から一支群の背後に

一古代家族の存することを推測しうるのであり,墓域

を 7支群にわかつ狐栗古墳群の背景には,古墳時代後
期,顕界にあっても幽界同様 1集が落 7有力家族によ

り構成されていたのではないかと思われ,またG支群

がそうした集落を代表する家族の墓域と考えられて,

その示す 1支群の様相の動きが,ま た吉代家族の時間

的なあり方を示すものと考えられ興味深い。 (水野)
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A-2号古墳は,主軸をN-56-Wに おき南西に開
口する両軸式横穴石室を内部主体とし,墳丘斜面に外

護列石をめぐらした円形墳である。

位置 A-2号 古墳は狐栗古墳群の中で最も南に位
置し,A支群に所属し最奥部に位置する。東から西に
下降する斜面に築かれており,今回調査した北側にあ

るA-8号古墳とは濤をはさんで隣接する。
調査以前にすでに盗堀を受け石材が抜き取られてい

た為,北東から南西方向に大きな被掘蹟が見られた。

墳丘 調査以前の墳丘は東西8。 9米 , 南北 9米,墳
高1.1米を測つた。 発掘調査の結果墳丘直径は石室主
軸方向で 9米,直交して10.5米を測り石室主軸方向の

直径が短いことが判明した。現墳高は石室入口と北西

側から見るのが最も高く1.7米,東から0.8米ある。推

定される墳丘の旧規の高さは約2.5米である。

墳丘築成にあたつては,古墳営造予定地の周囲を若

千さげて浅い濤で円形に劃している。しかし羨道の入

口の左側喘近のみ濤を通さず 1.2米幅の高まりを掘り

残していることが注意される。その後石室架構と平行

して墳丘を形成していったと考えられる。盛土は現在

最も厚い左側壁部で1.2米あり, 附近の地山とよく似

た黄裾色～茶裾色を呈し礫を含んだ上で各 4々0糎前後

の厚さをもつた3層からなっている。最下層には若千

の炭化物が混入している。外部施設としては墳丘斜面

に債まれた外護列石がある。これは羨道部入口に連続

して両側に伸びる石積で,保存状況の良好な左側につ

いてみれば,墳丘前面は4～ 5段積みにし狽1面にいく

に従って段数を減じ左側面では一列になっている。石

積上面でレベルをそろえたため側面では斜面中腹に位

置することになっている。右側は前面に一部石積が見

られるが崩落が激しく旧状を留めない。この列石は前

面部を意識して築かれており,墳丘後面には存在しな

かった。なお葺石,埴輪等の設置は全くみられなかっ

た。

坂方 北東から南西に主軸を置き南面に開口した長
方形を示す掘方で,主軸に直交する幅は2.70米前後 ,

主軸にそっては5.50米前後を測る。城の深さは東から

西に下降する地形に影響されて奥壁部が最も深く70糎

第 A_2号 古 墳
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(第 A-2号古墳・全景)

(第 A2号古墳・墳丘全景)



次いで右墜部が501F■,左壁は30糎である。玄室部は羨

道部より10腫深く掘られており,玄室都の颯底の周閲

は犯壁の最下底石をすえるためさらに約201F■掘り下げ

られている。

石室 主軸をN-56-wに おき南西に開口する両
袖式の横穴式石室であり,全長510米を測る。玄室都

は奥壁幅1.20米を測り,左壁は軸絣に平行であるが右

壁は入口に向かうに従って外側へ張り出すため袖石内

狽!幅は1.50米拡がつている。玄室の長さは295米であ

り,羨道部の袖石内負」では幅1.15米 ,羨道部では1.10

米を浪」る。

奥壁は現在 4段 目まで,床面から80糎の高さを残し
ていた。第 1段 目は大形の石を垂直に使用しており左

狽壁は縦長の石を縦積みし右倶〔壁には長方形の石を横

に積み,こ の間隔を埋めるために小形の石を横積みし

高さをそろえる。その後,確認出来る4段 目までやや

小形の石を少し内負!に持送りながら横積みしている。

左只!壁は6石をもつて玄室部とし, 7石 目の石を内側

に出して縦積みし袖石としている。 2段 目から上は第

1段 目の石の半分にも満たない石を積み,あ るいは小

日積にしており,わずかに持送りが見られる。右偵!壁

も第 1段 日の石で6石 目を縦積みするなど糸E都では異

なるが左右側とも基本的に同じであり,羨道部の第 1

段は玄室とは異り背の高い石を 5石縦積みする。

遺物出土状況

石材抜き取りに伴う盗掘によって玄室中央部床面は

攪乱を受けており,原位置に存在すると考えられる遺

4/Jは玄室部では右袖部に須恵器lTN l点 (4),同蓋 3
点 (1～ 3),同皿 1点 (7)を ,奥壁附近には鉄釘
3本のみをとどめる。玄室都攪乱土からは銀製 空玉

6,ガ ラス小玉 1,鉄釘数本,土師器メ 1点を淡出し
た。羨道入口前方 1米には供献された状況で須恵器台

付長家壷,同高界各 1点を検出し,その他墳丘掘をう

める黒色土層中より須恵器芥 2点 (5。 6)同 平瓶 ,

甕等の破片を検出した。

遺 物 芥 (4・ 5・ 6)は最大径11.20～ 20糎 ,口
径8.0～920糖 , 驀高3401F■を測る内傾した短いたち

あがりを持つもの。 (4)は底部外面を右まわりのロ

クロで削り窯印を施し,内面中央には一方向のなでが

見られる。蓋 (1～ 3)は扁平なつまみと大きなかえ

りをもつものである。 (1・ 2)は上面に2条の沈線
をめ ぐらす全く同形のものである。皿 (7)は ,口

(第 A-2号古墳・石室)
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径 12.80糎 ,器高2.60糎を測る日縁部をつば状に外反
させたもので底部下面は右まわリロクロでへら削りさ

れている。これら玄室内部の上器は内面中央部に一方

向のなでがあり,胎上に白色砂を含むなど共通点が多
い。高郭 (8)は浅い邦部と細い頸部からラッパ状に
広がる脚からなる。外部には 2条の沈線を,脚部には
中位と下位にそれぞれ 2条と1条の沈線をめぐらし2
個 3方のすかしを穿つ。台付長頸壷 (9)は 制い外反
する頸部,肩の張った低い体部,屈折して広がる短い
脚からなる。肩部脚には1条の沈線がめぐり,脚に施
された方形すかしは2方にある。下半は右まゎりのロ
クロでヘラ削りしている。 平瓶(10)は ,体部径25,20
糎,器高21糎 ,日 径15。 20糎を測る。 平らな底部をも
つ肩の張らない楕円形の体部の肩部の一方に,端部を
屈折させ外反する日縁部を取りつけたものである。顕
部中央には2条の沈繰がありその下に櫛描波状文をつ

ける。体部上面には2個の粘土粒をはりつけており,

体部下面は左まわりのロクロでへら削りしている。

被葬者と時期 本古墳石室内に於て検出された棺台
棺釘,須恵器より2棺の埋葬が直ちに窺える。しかし
2棺の配置復原より遺物を何ら伴わないが他にもう1

植埋葬の可能性が考えられ, 2体以上の埋葬が行なわ
れたと想定しうる。すなゎち石室主軸線上奥壁中央部
に頭を接して臥す 1号棺を,石室主軸に平行し,玄門
附近右倶!壁に接して配する2号臆を, 2号信の反対側
玄門附近左負J壁に接して存する3号贈を各々を定でき
る。本古墳造営追葬の時期については,石室内,墳丘
裾より検出された土器全てが単一の時期形式を示し7

世紀前葉と考えられる。

小結 A-2号 古墳 tま ,隣接するA-3号古墳によ
って墳丘西縁裾部の小濤を埋められており,ま たA支
群南端に位置することから,本古墳はA支群 3基中第
二次に築造されたものであり, 7世紀前葉に築造,被
葬されたものらもと考えられた。 (山沢義貴)

OT可
可可¬____五里~――_r__二墾甲
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A-3号古墳は,獄頭方錐台基の上に埋葬施設であ
る方丘をのせた方形墳であり,木胞直葬を内部主体と

している。

位置 本古墳は,狐栗古墳群A支 群に所畠し,A支
群中央部に位置する。西方のA-1号古墳,南方のA
-2号古墳の後背部に裾を接して営造されている。

墳丘 調査前墳丘は,東西径6.40米 ,南北径6.80米
墳丘高0.85米を測る円墳と考えられたが,後世の准積

土や流出土を徐去した結果,匹 隅が正しく東西南北を

指す,森頭方錐台基の上に方丘をのせた,平両方形の

古墳であることが判明した。

森頭方錐台基は東北・西南辺7.30米,東南・西北辺

6.90米を測る僅かに東北・西南辺が長い方形であり,

台基高は東南より西北に沈む地形に影響され,東南裾

25tF■,西北据60糎と差異を示す。台基の形成について

は,地山を一辺 7米の方形で劃し,周囲を僅かに凹

め中央高25糎の地山台基を作り,上部に明茶褐色土層

354F■を水平に積層している。

上部方丘は,台基上に構築され四月を垂直石積で囲

続した方形の区画であり,東北・西南辺5,75米 ,東南

・西北辺5,30米を測る。現在方丘高50糎を測るが頂部

40糎が流出していることが知られ,復原高90糎とを定

出来る。現存する石積は西南辺以外最下段を留めるの

みであるが,裾部に転落した多量の石材を復原すれば

旧規はおそらく大小の河原石を用いて垂直に面を整え

5～ 6段積み上げ,方丘上面にまで及んだものと推定

出来る。石積最下段のレベルは地形に影響され,東南

辺が高く西北部が低いが上面は水平に整えられたと考

えられる。四隅は比較的大きな石を用いて積み上げて

いる。上部方丘の形成は水平に築成された台基上面よ

り黒褐色土層10糎,茶褐色土層401F4を 漸次レンズ状再

積層しており,方丘上面は平坦水平に整えられたと推

定され,石積は黒褐色土層中にその基底都を置くこと

が注意された。

なお,台基・上部方丘・頂部全面を調査したが周涙

や葺石・埴輪等の外部施設は認められなかった。

埋葬遺常の配置 現墳丘表面より約 5糎厚の腐蝕土
を徐去すると直ちに方丘盛土となり,こ の方丘盛土面

A_8号 古 墳 の 調 査

乳
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において検討した結果,同一墓噴内に2基の埋葬遺構
の存在を確認した。墓墳は上部方丘中央部に位置し,

主軸を台基・上部方丘のそれと同様東北,西南に配し
全長330米 ,東北環巾210米,西南残巾2米を測る隅
丸の長方形である。残存深度45糎を測るが,台基部ま
でには及んでおらず,旧規はおそらく80糎の深さを持
つ墓噴と推定された。墓噴内には陶質土器 9点を伴い

墓噴主軸同様東北,西南に主軸を持つ第 1号 ,第 2号
木官を安置している。第 1号 ,第 2;木 1官の埋葬方法
は,方丘中央部に広潤な墓墳を穿ち,厚約10糎の粘土
層で,墓壌内を整面整床し, 2木常を並置し,のち媛
内の空間に河原石を頭部には密に,足部には粗に敦き
献供用陶質土器を配している。そして再び粘上で木常

の四周を覆っているが,それが常上辺にまで及び木晴
全体を覆ったかは確認出来なかった。その後,墓壊内
に若干の標を投入しながら,墓墳縁まで水平埋戻作業
を実施している。墳丘頂部におけるかような 2埋葬遺

構の検出に伴い,発掘区を墳丘全面に拡大し,精査し
たが,裾部に至るまでに他に遺構の存在は認められな
かった。

埋葬遺構と葬棺具 第 1号遺構 :方丘中央部に穿た
れた前記の墓墳東辺より56糎の距離をおき,辺に平行
して設けられた埋葬遺構である。第 1号未鮨は全長2.

07米,北東端巾39糎,西南端中35糎を測る平底,直壁
の箱形41合式木信の制にならうものであろうが,底壁
ともわずかの丸味を持ち決しがたい。椎底は東北端が

8糎高く,植幅の広狭と共に遺体が北枕に臥したこと
を窺いえた。椎高は,現存3811■を測るが,以上は平夷
され不明である。椎内よりの遺物の検出はみられなか

った。

第 2号遺構 :第 1号木常と同一の墓壊内西辺に平行
して設けられた埋葬遺構であり,墓壊西辺,第 1号木
棺との距離は各 5々5糎 ,20糎を測る。検出された遺構
は,全長2.05米,東北端幅48糎,西南端幅431FIを 測る
平底,直壁の箱形組合式木信であろうと推定 され る
が,第 1号木館の所見と同じく断定出来ない。相底は
東北端が 5糎高く,権幅の広狭からも第 1号人権と同
様北枕の葬位をとったものである。植高は25糎まで辿

りえたが,以上は全く平夷され,確認しえない結果と
なった。木贈内部よりの遺物の検出濾全く認められな

かった。

前記の如く,第 1号木悟,第 2号木憶はいずれも同
一墓壌の東,西辺に平行して配されたものであり, 2
棺の棺底も同じく墳上に成層された約10糎厚の黄色粘

土層上に配されている。その上墓墳主軸線上東北端に

おいて壊底と同一レベルに置かれた供献用陶質土器数

-12-
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点が検出されると共に, 2木棺が同一の粘上で覆われ

ており,2棺同時埋葬が想定しうることとなった。
遺物出土状況 A-3号 古墳検出に係る遺物は,ヽ 上
部方丘墓壌内 9点 ,墓媛上面 1点 ,墳丘南西据部 5点

計陶質土器15点を数え,その他遊離土層中より埴質 ,

陶質土器片若干数を数えた。

上部方丘墓壊内の遺物は,」7蓋 1点 (1),芥身 4
点 (4～ 7)が墓墳主軸η上東北端に一括しておかれ
また台付長項壼 1点 (14),芥身 1点 (8)が第 1号

木常東隅に接し,邦身 2点 (2・ 3)が第 2号木隋北
隅に接しておかれており,木 臨に接する4点は木贈を

覆う粘土中に完全埋没し倒位,横転位に存した。墓墳

上面より検出された遺物は陶質甕形土器であり方丘中

心部附近腐蝕土層中に破片となって存し一部墳丘西南

裾に転落混入していた。復原すれば1個体を示し,正
しくは方丘部―墓墳中心部上面におかれていたものと

考えられる。墳丘西南据部より検出された遺物は高芥

形上器 1′く (9),平瓶形上器 2点 (10・ 13),注 口
土器 1点 (11),検瓶形土器 1点 (12)であり,すべ

て破片飛散して出上したが,正しくは西南辺便部に一

括配されたものと考えられる。埴質窪形土器の細片 1

個体分,陶質芥身形土器の破片が墳丘裾部上に,後世

堆土した黒色土層中より検出されたが,旧位置は判明

しえない。

遺物 不蓋形土器 (1):口 径9.8糎, 器高 3糎を
測り宝珠形つまみを持ち,受部を作り出した小形型の

ものである。上面は箆削りされ,胎土中に白色砂粒を

含むが,焼成堅緻である。

芥身形土器 (2～ 8):邦身は蓋受けのあるもの (
2～ 4・ 6～ 8)と ないもの (5)に区別出来,蓋受け

のあるものは口径11.6～10.2糎,器高3.6～3.1を測り

低い蓋受けを持つ小型のものである。粗雑な仕上げで

箆削りも充分行なわず,灰黒色を呈し焼成堅緻である

蓋受けのないものは口径9糎, 器高3.2糎を測る小型

のもので僅かにひずんでいる。底部に箆削りを有し,

胎上に白色秒粒を含むが焼成は良い。上記の邦蓋(1)

とセットである。

高邦形土器 (9):芥径11.8糎 , メ高4.2糎,脚高
821F■を測る。邦腹部に強い稜線1条 ,脚に2条の凹

線を付し,脚端部は大きく外反する。胎土中には白色

砂粒を含み,内外黒色を呈している。平瓶形土器 (

10,13):口 径5.5糎 ,胴径147糎, 器高13.31F■を測

り,日 縁は外反せず無文のものと,口 径7.7糎, 胴径

15糎,器高13.3距を測り,口 縁外反し沈繰1条を付す

ものがある。共に底部に箆削りを有し雁上に白色砂粒

を含むが院成良好黒灰色を呈す。注口土器(11):口 径

部約10相 ,高 8糎を測り口縁都は鋭どく立ち上り外反

する。壷部は径7.4糎 ,高 53腹を測り2条の沈線を胴

部に続らしその間に刺突文を施こす。 径1.5糎の注孔
を胴部に1孔穿ち,箆削りは認めASれない。口縁と底

部を損している。 横瓶形土器 (12):口 径68糎,胴
部径15.9糎を測り,底部を損するが器高17糎と推定出

来る。口縁は緩かに外反し,非常に薄く器肌徴密であ

る。

台付長頸壼形上器 (14):口 径8.4fF■項部径15.4糎

壼部高21.8糎 ,脚部径■.61F■,高 4糎を測る。短脚部

に大きく外反する長T壼を付し,7部に3条の凹綽,
壷肩部に2条の凹繰と刺突文を有し頸部にハケロ胴下

部にヘラ削りを行い焼成よく灰黒色を呈す。

以上の陶質土器は同一時期の形成に伴うものではな

く2形式に区別出来る。即ち折蓋と邦身(1。 5)の 1

セットは他の上器祥よりも1形式時期の下るものであ

り,古い形式の上器群は7世紀前葉,新 しい形式の上

器群は7世紀中葉に各々位置づけられる。

被葬者と時期 本古墳において検出された 2基の埋
葬遺構は,墓娠の規模,位置等より同時埋葬の事実を

示し,第 1号 ,第 2号木晴の彼葬者は同時,同墓境に

異棺合葬せられたものとなしうる。と共にまた,本墳

営造の契機となったものであることも論をまたない。

その上,他の木臆直葬墳に多く見られる追葬の事実は

全くこれを認めず本来,葬むられた者は前記の二者に

終始したものと考えられ興味深い。

本古墳営造の時期については,墓竣内より出上した

陶質土器の示す時期に位置づければ良いのであるが,

前記の通り同一墓壌内より若千時期の異る2形式の土

器が出上している。しかしながら,形式の異る2形式
の上器が同時一括副葬されたことは明らかであり,当

然本古墳築との時期は形式のより新しい土器群の示す

時期,すなわち7世紀ヰ葉をあてたい。前記の如く第

1次埋葬後,第 2,第 3次追葬は行なゎれ,本 墳は
7世紀中葉に行なわれた1度の埋葬のみでその役目を

終了したものと考えられる。

小結 A-3号 古墳はA-1号古墳,A-2号 古墳
築造時に各々形成された裾部平坦面上に南・西隅部を

重ねて構築されており,A支群では最も遅く築造され
たものである。墳形も森頭方錐台基の上に,埋葬施設
である方丘をのせた方形墳であり,他の円墳とそのお

もむきを異にする上,内部主体も八常直葬の構造を持

ち横穴式石室とは自づから異なる。A支群中第二次営
造に係る本古墳と7世紀前葉築色の 2基間に各種の差

異が認められ注目をひいた。
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第 B-2
B-2号古墳は,主軸をN-24-Wにおき南西に開
口する両袖式の横穴式石室を主体都とし,墳丘斜面下

段に外護列石をめぐらした円形墳である。

位置 本古墳は4基からなるB支群に属し,東側緩
斜面上方には発掘調査を行なったB-3号古墳の西側
にはB-1号古墳が所在し,そ の間に後に割り込んで
営造されている。

墳丘 調査前の墳丘径は東西8.7米,南北7.2米,墳
丘高は旧地表の影響を受けて斜面下方にあたる西裾で

1米・北裾で45糎・南裾で40糎 。東裾で10糎を測る。

発掘調査の結果,墳丘径は南北11.2米・東西10米あり
石室主軸方向に長い楕円形平面を示す。墳丘高は西裾

で1.5米・石室入口前方から1.3米・奥壁後方から90糎

。東裾で90糎を測る。推定正面高は約 3米である。

本古墳の営造時には既にB-1号古墳が存在してい
た模様であり,A-2号 古墳,B-3号 古墳でみられ

号 古 墳

た墳丘築造時掘穿する壇丘を全周した濤はなく,石室
の南北両員よに巾2米 ,深さ30糎前後の弧吠の濤が設け

られたようである。 その後, 石室架構と墳丘盛上が
交互に行われた。盛土は現在中央部で約80糎 残存す

る。これは40糎前後の2層からなり,下層は明褐色

土,上層は茶褐色上である。下層上面は石室最下底石

上面レベルにそろえる。外部施設としては本古墳とB

-1号古墳の間にある隆起部と外護列石をあげること
ができる。前者は石室入口に左方 5米にあって, 3×

2.5米,高さ50糎を測り, 墳丘に続く高まりで大小の

石が上面に配されている。隣接B-1号古墳に伴うも
のか,あ るいは両古墳をつなぐ施設であるのか,その

性格は不明である。外護列石は羨道入口両端から始ま

り,左側は一列に並べた石列を前面から側面まで確認

した。右側は判然とはしないが,残存する石列は側面

途中までで完全に続っていない①

′々ル肋押胸

多
′
´
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掘方 本古墳はA-2号古墳・B-3号古墳にみら
れるような石室規模全体を掘り下げた長方形掘方は設

けていない。本墳では東から西に傾斜する旧地表の高

い部分,即ち奥壁と右側壁部分のみ10～ 20糎L字状に

掘下げ石室床面レベルをそろえる。その後,石室最下

底石を安定させるために浅い濤を予定する石室に合わ

せて掘方の両貝」壁,奥壁ぞいに掘ったものと考えられ

る。

石室 主軸をN-24-Wに おき南西に開口する両袖
式の横穴式石室である。全長5.35米を測り,規模は小

さい。玄室長2.65米,奥壁巾1.2米あるが, 奥壁に接

する両側壁第 1石をやや外にひろげて1.4米とし, 第

2石から袖石内側まで平行にそろえ,こ の巾を保って

いる。れの出は右が大きく35糎,左は16糎である。羨

道は長さ2.7米,袖石巾90糎, 入口に向うにしたがっ

てやや巾を増し羨聞で約1.1米を測る。 天丼石と側壁
上半は既になく,現状では一部 3段 目まで,高さ1.1米

をみるにすぎない。

石室架構方法は規模は小さいが,石の使い方はB一

3号古墳石室とよく似ている。奥壁は最下底石に大形

の2石を使用し,左側には略長方形の石を横にたて,

右側は前者より大きい石を縦積みする。この間隙を埋

めるために小石を横積みして高さをそろえ,そ の上に

第 2段目の石を横積みしている。奥壁はごくわずかで

あるが持送りがみられる。左側壁は石を横積みにして

玄室とし,大型の石を内側に出して縦積みして袖石と

し, 3段目で袖石の高さまで積んでいる。右側壁も基

本的な相違はみられない。羨道両壁においても,小石

を用いるほか同様である。側石は最下底石から少しづ

つ持送りがみられる。

玄室内部には第 2次床面下 5糎に当初の床面が認め

られた。玄室内部の施設として棺台がある。玄室中央

部左側よりに自然石を配した棺台と考えられる遺構を

検出した。これは奥壁側に65糎×30糎の石を軸筋に直

交しておき,玄門側に90糎の間隔をおいて小形の2石

を大石に平行してならべさせたものである。平らな床

面におかれているから奥の大石の方がレベルの高いの

は当然である。

遺物出土状況 本古墳の遺物は旧状をよく保ってお

り,石室内部,羨道入口前方の濤から検出した。これ

らの遺物は出土した位置関係から,第一次埋葬にかか

わるものとして玄室に一群,第二次埋葬のものとして

は玄室に三群 ,羨道に一群を確認した。前述したように

玄室床面は二次であり,第一次埋葬時の陶質土器の必

・折蓋・高1/T蓋 は玄室袖石内側)下層の床面から出土

した。第二次埋葬に伴う遺物群は全て上部床面上にあ

(第B-2号古墳・石室)
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る。奥壁付近には陶質土器芥・算蓋・短頸壺・平瓶な

どと,玄室中央生よりの市台附近には多数の鉄釘,玄
室右袖石内部には拘質土器高不・短額壷,羨道袖占附
近には鉄釘と陶質土器片を若干確認した。

遺物 第一次埋葬時の遺物不身 (14)は ゃゃ平た
い底部から外ltrし た後,屈折して上方に伸び口縁部に
いたるものである。端部はくの字形にまがる。底部は

Fク ロによるヘラ削りをほどこす。薄手,精巧な作り
である。 (3)は最大径12糎の抵いたちあがりをもつ

もので, 底都はケズリはない。 ・/T蓋は二種類あって
(10)はつまみを持たないヘラ削りされた頂部と,か
えりをもつ口縁部からなり芥 (14)と セットをなす。

(2)は 日径11.4糎を測る平らな頂部から内鷲して端
部にいたるもので,上面はヘラ削りをほどこす。高ネ
蓋 (1)は 缶まわり

「
クロでヘラ削りされた頂部に中

央の凹んだ小さなつまみをつけ,由縁部との境に浅ぃ

段をつける。

第二次埋葬時の遺 r42必 (11～19)は ,口 径8.5～ 9

.51F■,器高35～4.5糎を測るほぼ平らな底部とまっす
ぐ外に開く口縁部からなる小形の器である。このうち

底部を右まわりのロクロで削ったもの (11～ 15)と 削

らないもの (16～ 19)がある。蓋 (4～ 9)は最大径
9.4～10.5糎 ,器高2.2～3.0糎を測る宝珠形のつまみ
を持ち端部にかえりをもつものである。受部とかえり

とが水平なものが多いが,(9)は かえりが内側下方
に出ており,つまみも乳頭状を示す。これらの蓋は上
面のみ灰白色を呈し,身とともにセットをなして正常
位に焼かれたものである。高界は2種類あって, 2条
の段をめぐらした浅い外部と細長い脚をもつもの (20

)と , 深く大きな杯部に太く短い脚をつけたもの (
21)がある。短頸壼 (22～ 27)は平らな底部と,やゃ

肩の張った胴都,上方にたちあがる広口の短い口頸部
からなるもので大形のものと小形のものがある。 (27

)は肩の張りがつよく口径も小さく他と形態を異にし
ており,肩部に縦三条の沈舒がある。小形のもののう
ち,(24,25)は 式部にヘラ削りを施す。提瓶 (28,
29)は,蟹小化した小形のもので,(28)の 体部上面
には2条の直線があってその間に小さな濫土粒を1個

張り付けている。埴質土器甕 (30)は楕円形の体都と

屈折してやゃ内鷲する口頸部からなるもの。体部外面

は上半部に縦方向にハケロ,下半部はヘラ削り,内面
にはハケロがみられる。 鉄釘は断面0.4糎の四角形を
呈し,長さ7.6f/F■を測るものである。

被葬者と時期 棺台を余いて直接埋葬状況を示す遺
構はなく,遺物の出土状態から推定せざるを得なかっ
た。埋葬された遺体は石室の巾に規定されて主軸に平

行して置かれたのであろう。第一次埋葬にともなう遺

物は大部分が次の埋葬時に取りかたずけられたようで

あるが,玄室入口側に残された上器類からここに当初
の 1棺が想定される。要壁附近の上層床面の土器群は

鉄釘とともに三石でしつらえた棺台上の遺体にとも対

うものとみられ, 石室東側蜃脇に 1棺, 羨道部に 1

棺計 3棺が第二次埋葬と考えられると本古墳の営造の

時期は,B-3号 古墳 丘々との重複関係から相対的に
はB-3号古墳築成以後にもとめられ,遺物の形式か
ら7世紀前葉に位置づけられる。第二次埋葬は陶質土

器琢身,蓋などの形式からみて 7世紀中葉であろう。
小結 B-2号 古墳の東裾はB-3号古墳の南裾の
上に重複して築成されている。本古墳は玄室内に床面

を二枚持ち,第一次床面より7世紀前半の陶質土器,
第二次床面より7世紀中葉の遺物が出土し,少 くなく
とも4体以上の埋葬が考えられる。 (山沢義貴)

(第 B-2号古墳・石室平面図)
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B-3号古墳は主軸をN-21-Wにおき,南西に開
口する画袖式横穴式石室を内部主 /1Nと し,墳丘前面に

外妻列石をめく
｀
らした円形墳である。

1 位置 本墳は古墳群中央部南東にあらて, 4基から
なるB支群に所属する。B支群の古墳は束から西に下
降する斜面に構築されており,本墳はこのうち斜面上
方|こある,-4写墳と,下方にあるB二 2=墳 とに墳
丘を相接して営遣している。墳丘中央き[は調査以前石
1/1の搬出にあい,F菊北方向に盗掘墳が見られた。
墳丘 調査以前の墳 L「 は東西950米,南北 9米,墳
高07,米を測り,東裾部は主砂の流入のため墳頂部よ
り逆に15糎高位を示した。1携羽套の結果,嬌丘東,

西両裾とも隣接するB-2号 , B-4号 古墳楽造の際
に削漆され現在ごIt・を墳丘規模十ま知りえなiヽ おヾ,凌原
すれば,本西径195米 ,南北径13β米そ測り,石室主
軸方向に少しひずんだ円墳であると想定しうる。現在
墳高は東から西に下降する地形に影響され差果を示し
西方140米 ,石室入回前方120米,石室後方80糎を測
る。東裾部はB― 十

=古
墳主体部が構築され墳高は不

第 B_8号 古 墳 の 調 査

明である。墳頂部140米が流失していることが知られ

復原高280米と想走出来た。墳丘築成にあたっては,

古墳営造予定地選定後,墓噴掘り下げと相前後して地
山に「卜2米前後,深 き30糎前後の周溝をめく

｀
らして,

高6011」 の円錐台状地山台基を形成する。その後地山台

基上に石室築造と関連して盛土を行っている。盛土は

現存80糎を測り地山属と類似した黄褐色上をレンズ状

に積層しており,際セ多く含む下層と:抱〔り少ない上

'書

との2層 に区別でき,各 4々0糎を測る。

外部施設としては,石室入白両端に始まり,墳丘裾
に沿い左右に伸びる外護列石がある。列石は20糎大の

石を用いて高く40糎の斜面を水平に配されている。現

在,左側には 5石をもって二列に並べ,右側は一部 4

段積みにして横へ 2米までのばしているととが知られ

る。この列石は,入口前面部を意識して築かれており

墳丘側面及び後方部には存在しなからた。墳丘裾部の

調査の結果,葺石,埴輪等の設置は全くこれを認めな

かった。

掘方 北東から南西に主軸を置き,南西に開口した

(第 B-3号古墳 :全景)
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長方形を示す掘り方で,主軸方向に沿い全長840米前

後,巾 330米前後を測る。墳 /D深 さは東から西に下降

する地形の影響を受けて,右壁部が最も深く65糎をは

かり,ついで奥壁部が44糎あり,左壁部はわずかに 5

～10糎をはかるにすぎない。壌底部は平坦であるが,

奥壁部が低く羨道入口部に向かって,やや高くなり,

その差は約10糎を測る。墳底の周縁は,最下底石をす
えるため,一段下げられているから,竣底面の横断面

はベッド状を呈している。

石室 主軸をN-21-Wにおき,南西に開口する両
袖式の検穴式石室であり,全長は735米を測る。立室

部は奥壁巾150米であるが,左壁がやや中ぶくらみに

右壁はななめに,共に巾を増しており,玄門部では巾

180米 を測る。玄室長,袖巾とも左右に差が認められ

玄室左側295米 , 右側3.15米, 袖巾左側15糎 ,右側

30糎を各 測々る。羨道部は軸線に対してやや右側にム

れ,入口に向かうに従って,中 を広げており,羨門部

巾120米を測る。羨道部においても左壁と右壁でその

長さに相違がみられ,左壁は335米 ,右壁は415米で

ある。従って,羨門部では右壁が80糎外に出ており注

意を引く。恐らくB支群南側を通る墓道が,墳丘左方

より斜めに西南裾をかすめ,東方 (主軸直交方向)に

伸び羨門部に取りつく結果この右側壁突嵐部が墓道正

面として意識されたものと想定される。このため,石

室外方は東西36米 ,南北09米そはかる方形の平担な

前庭部となり,墓道とは異なる機能が推定できるよ

奥壁は現在最下段 2石を留めるのみであり,長方形

を呈する大小 2枚の石で構築され,右側は背の高い石

を縦積みし,左側は若千小形の石そ配している。石室

架構の際,石室の長さを決する袖石と共にまずこの 2

石をすた,石室巾を決定したことが知られる。左側壁

は奥壁より第 1石目を大形石で縦に積み,第 6石目を

15糎内側に出し袖石としている。その間奥壁や袖石と

レベルをそろえ2段積みしている。右側壁は左側壁の

所見と同様であるが袖石が大きい。羨道側壁は大小の

石を横積みし,凹凸を袖石のレベルにそろえ第 1作業

面としている。右側壁では小型の石を小口積みしてい

ることが注意された。なお床面を精査したが,排水施

設は認められなかった。

遺物出土状況 石材抜き取りの際,玄室中央部床面
は相当攪乱をうけているが,原位置にとどまると考え

られる遺物は,玄室に 2群,羨道に2群,羨道入口前

(第 B-3号古墳・石室)
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方の墳丘斜面に 1群,計 5群を検出した。そのほか墳
丘をまわる溝の中から若子の埴質,陶質土怒片の出土
をみた。

立室奥壁附近A群には須恵器芥身5,同邦蓋 11金
環 1,立室左袖内側B群には須恵器芥身2,同短顕壷
1,土師器甕 1,羨道部右袖部C群には須恵器短頸壺
1,同長頸壷 l,袖右より約 1米入口よりD群には須
恵器界身 1,同芥蓋 1,同鉢 1,鉄鏃 1,羨道入口前
方E群には須恵器双耳壺 1,同短頸主 1,上師器甕 1

を確認した。

遺物 邦身 (3～ 12)は ,口径890～ 960糎,最
大径105～ 114糎 ,器高320～ 370糎をはかる丸い底
部と内傾した低いたちあがりを持つ小形化の著しいも
のである。底部はヘラ削りしていない。 (5)は器高
の一番大きなものでたちあがりもほかにくらべてやゃ

高く,受部が大きく外に出るなど,ほかのものと様相
が異なる。胎土中に白色砂粒を合み焼成は良い。邦蓋

(1,2)は 丸い頂部と垂直に近くおりる短い口縁喜[か
らなる小形のもので,頂部は削りを施さない。鉢 (13
)は斜直する口縁端部を内側にまげたもの。長頸壺 (
14)は肩の張った平底の胴部に外反する細長い頸部を
とりつけたもので,頸部中央と肩部にそれぞれ 2条の
沈線をほどこし,底部と胴部下半は右まわりのロクロ
で削る。短頸とは大小 2種あって小形の (17)は 丸い

胴部から垂直に立つ口縁にいたるもので, ロクロロが
よく残ってヽヽる。底営[は肖噂って(ヽない。 (16)は平ら
な底部と肩の張った胴部,やや外反して端部が内側に
折れる口頸部からなる。頸部中央に 1条の沈線があ

り,胴部下半から底部にかけて右まわリロクロで削
る。双耳主 (15)は ,下方に張りのある丸い胴部から
ゆるく内弯しながら端にいたるもので,頸部両側に粘
土組を芽状にした耳をつけている。金環は銅志を金箔

で覆った通有のもので,長径276糎,断面は長径076
糎の精円形である。

被葬者と時期 石室内において木棺・棺台・棺釘等
埋葬状態を直接示すものは認められないが,供献の状
況を示す須恵器の出土状況からそれを推定できる。

前記の如く石室内には,須恵器を中心とする4つの

遺物群が認められ, これによりA群に伴なう埋葬を立

室中央部奥壁よりに 1棺,B群に伴なうものを立室内
左袖部に 1棺, C・ D群に伴なうものを玄門部より羨

道部にかけて 1棺 ,計 3棺が復原でき, 3体以上の理

葬が本石室内に行なわれたことが想定されだ。

本古墳営造の時期については,立室,羨道部より検

出された各群の遺物が同一の時期形成に伴なうもので

あり,低い矮小化のめだつ邦等が示す時期,すなわち
7世紀前葉と考えられ, 3被葬者が,相前後して石室
内に埋葬されたと推定できた。

小結 B-3号 古墳西裾はB-2号古墳東裾ど重複・
しており,本墳裾部の盛土状況を精査すると,土器形
式上に現われない築造時期の差を知ることができた。

すなわち,本古墳築成に伴なう周溝が,後にB-2号
古墳構築の際,盛上により埋められていることが判明
し,B-3号 古墳からB-2号古墳へという古墳築造
順序が決定された。同様に,B-4号 古墳も本古墳東
裾部を削除していることから,本古墳築造以後にそれ
が構築されたものであることが理解され,まに当初本
古墳乱定部で終了した墓道が,のちB-4号古墳築造
に伴ない東方へ分岐延長されたことが知られ,それを

裏ずけている。 B-3号古墳は,B支群東半部を占地
し,その位置関係からみて支群西半部基幹道に接して

築造されたB-1号古墳より後に築造されたものであ
り,結果B支群 4基の内,第 2次営造に係るものであ
ることが理解された。 (山沢義貴)

(第 B-3号古墳・石室平面図)
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D-3号古墳は,強頭方錐台基の上に埋葬施設であ
る方丘をのせた方形墳であり,木棺直葬を内部主体と
しA-3号古墳と同すの構造を持つ。
位置 本古墳は,狐栗古墳群D支群に所属し,D支
群東端部に位置する。西方のD-2号古墳の後背部に
築造され,西北方のE-3号古墳と裾を接している。
墳丘 調査前墳阜は東西径106米,南北径104米 ,
墳丘高145米の円墳とたえられたが,後世の堆積土や
流出上を除去した結果,四隅が正しく東西南北 を指
し,西,南隅に張り出しを持つ森頭方錐台基上に方丘
をのせた平面方形の古墳であることが判明した。本古
墳の西,とに隣接して存在するE-3号古墳構築の際,!
西北辺裾の大部分が削土され現在裁頭方錐台基の正確
な規模を明らかにしたないが,復原すれば各辺108米
を測る方形であり,西南,西北辺延長上に巾460米 ,
4.65米を測る手り出t/が各驀東南,西南方に伸び注言
を引いた。台基高は東南より西北に沈む地形に影響さ
れ東南裾055米,西北裾165米と差異を示しゥ張り出
し部は,西隅部60糎,南隅部40糎 と比較的低い。台基
の形成については,地山を‐辺108米の方形で劃し,

堪む冥年把撞竃廿宅F壱:筈 ,り蓋譜柴丁奮τ勇き層蟹
褐色砂礫地山層の掘り残しで形成されたも,のであり,
盛土イヽ全く行なわれていないことが知られた。
上部方丘は,後世の封上流出の激しさに伴ない垂直
石積最下段の一部を留める以外その大半を失っており
規模を確牢したないが,東北 o西南辺530米,東南 ,

西北辺7:40米の長方形であったと想定できる。現在方
丘高40糎を測るが頂部95糎が流出していることが知ら
れ,復原高135米 と想定できる。上部方丘の形成は台
基上面より黒褐色土層20糎をレンズ状に積層 してお

り,以上は現存せず不明であるが方丘上面ば平坦水平
に整たられたと推年できた。垂直石積はA-3号古墳
の所見とほぼ等しいが石材は若干大きく,旧規は7～ 8
段積み上げ435米高の方丘上面まで及んだと想定でき
る。台基裾調査の結果,周濠・葺石等の設置は認めら
れなかった。

諷舌雷漏写ぃ記9'粟落告黙署蜀デ桃密握磐勢
除去し上部方面より台基裾部まで精査を重ねたが埋葬
遺構は検出されなかった。調査最終時方丘・台基断面
を取ったが諸埋葬遺構の存在は認あられず,前記の如
く■部方丘95糎流失平夷の際,木棺直葬遺構も流失し
たものとと想定された。      

‐
! :

遺物 木古墳調査時に検出された遺物は後世の攪乱
堆積土層内の埴質・瓦質土器片若干数であり,本古墳
営造時に係る遺物は全く認められなからた。
小結 D-3号古墳は,裁頭方錐台基とその上部に
のる埋葬施設である方丘より墳丘を構成し,木棺直葬
を埋葬形態とするなどA-3号古墳と類似する。その
上D支群3基中最奥部に位置し支群中最も遅れて構築
されたものであり,築造時期についてはA-3号古墳
と同様7世紀中葉をあてることが妥当と考えられる。

.     (黒 崎直)

D-8号 古 墳 の 調 査
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第 C-1号 古 墳 の 調 査
C-1号古墳は西向きに開日し,束西に主軸を置い
た両袖式のlA穴式石室を持つ円墳である。

位置 本古墳は,今回発掘調査した古墳群の束端に
位置する。東西に主軸を持つことなどから, B支群と
区別され,一群をつくりC支群をたてた。
猿丘 墳丘の規快は南北径146米 ,束西復原径143
米をはかり,rrl丘高は南から北,束から西へ沈む地形
に影響され束掘I17米 ,西裾332米南据82糎,北裾2
12米 とかなりの差異を示す円瑣である。後世の堆積土
流出土を除去した結果,南側墳丘裾部は後世の攪乱,
束裾部は道路のため裾部は破壊されていたが,旧規は
墳丘径154米, 正面高365米をはかることが判明 し
た。墳丘の形成は束から西へ地山が傾斜していること
から旧地表も同様であったと考えられ,その地形を基
底とし,北では地山を長さ1米,深さlo糎を削上し,
南側に中央基底を作り, レンズ状に黒褐色土層・明茶
褐色土層・茶褐色土層を積層した後,全面に暗掲色土
層でもって被覆していることが知られた。墳丘裾部を
調査した結果,周濠・葺石・埴輪等の設置はなかった

ことが次日られた。

掘方 木古墳の内部主体たる横穴式石室は,東から
西に下る傾斜地に東西に主軸を置き掘穿された掘方内
に営遣されている。この掘方は傾斜地に高所 に向 っ
て,上縁束西975米 ,高さ最奥部で104米 をはかるよ
うに作られたことが知られる。下底部は東西905米 ,
南北390米であり,奥壁ζ5と 羨門部との下底部のレベ
ル差は羨門部で10糎低く傾斜を示している。石室は斜

面に穿たれた掘方の南へ少しよせて架構されており,

且つ掘方内に立室・羨道とも造作されていたものと考

えることができる。

石室 本古墳の内部主体たる石室はゥ西に開口する
両袖式横穴式石室であり,調査前すでに開口し羨道の
天丼石の一部は除去されていた。石室の全長868米 ,
玄室長308米j巾奥壁で203米,玄門近くで237米 と
広がり,高さ24～ 21米と奥壁から玄円へと低くなっ
ている。羨道は長488米,中玄門で17米,羨門21米
と広がり,高さ15米,右袖の出56糎, 左袖の出64糎
をはかる。

(第 C-1号古墳 。天丼石)
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玄室において,奥壁は下段には巨石を配し,二段積
で,両側壁は三段積みしており,奥壁の一段目と両側
壁の二段目の上面がそろうように架構されてし、`る。奥

壁は垂直に架構されているが,両側壁は少しの持ち送
りがみられ,天丼石は長辺を主軸イr平行して一石配す
る構法をとっている。

羨道は両側壁とも二段積みしている。天丼石は長辺

を主軸に直交させて現在二石配されているが,本来は
三石配されていたと考えられる。石室中央部にみられ

る排水溝は奥壁内面より広く7糎の位置の地山から巾

30糎～50糎の上肩,深さ8糎～33糎のU字形に長さ10
米の溝を掘穿し,その内に平石を掘方の両側に立て,
平石でムたをしている。排水溝は羨門外前方139米外
まで続き,石室外までおよんでいたことが知られる。
溝の下底レベル差は西端で73糎で玄室内が高いことが

知られる。床面は排水溝をおお|い置上し水平にしてつ

くられていた。

遺物出土状況 石室内は攪乱されており,攪乱層内
より陶質土器・埴質土器・小像が出土し,床面の旧位
置には奥壁右側に陶質土器の蓋 1個・石室奥中央部に

金環 I点 。鉄製釘 3本がみられたぅ

遺物 床面旧位置からは 7世紀中葉の宝珠形つまみ
を有する甲奮 10糎の不の蓋 1個, 07× 024糎の精円
の断面を持つ青銅志で径27糎の金環 I点, 鉄製釘 3
本。攪乱層から7世紀前半の陶質土器のメの身 4個休

,蓋 6個体,高邦 3個体,台脚付長顕壷 2個体,短頸
壷 2個体,甕 1個体,埴質士器の主 2個体分の破片が
出土した。又同じ攪乱層内より中世の瓦質土器の高台

付浅皿の数多くの破片
―
と青銅製の小仏像が出上した。

被葬者と時期 石室内には 7世紀前半と中葉の二時
期にわたる陶質土器が1出土してぃることから,少なく
くとも2体以上恐らく数遺体が埋葬されたと考えるこ

とができるが,攪乱がはげしく,具体的に被葬者の数
を示すことはできない。

小結 本古墳は,石室内の遺物中陶質土器が 7世紀
前半と中葉の二時期を示し,他の古墳と同様ではあっ
たが,他の横穴式石室の主軸と異り,石室の規模,石
材も相異し,また,排永溝を有すること,墳丘の封土

より6世紀後半のものとみられる陶質土器の郷の一部

が出上していることから考えて, 6世紀後半以降に築

造され,今回発掘調査した古墳群の中で最古の古墳の

一であろうと考えられた。      (中 井貞夫)

(第 C-1号古墳・石室)
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B-4号古墳は,南西に開口した小形の横穴式石室
を内部主体とする小円墳である。

位置 本古墳はB支群の東方最奥部の高所に位置し
B-3号古墳の東裾部に内部主体を配する。
墳丘 本古墳は発掘調査前,封上の流出,東側の斜
面からの流積上により,古墳としての徴証がなか っ
た。こうした状態のため,発掘調査においても全く封
上を知1る ことはできず墳丘の旧観をうかがうことは困

難ではあったが,掘方が全長325米をはかり,石室復
元高が 1米前後と推定され,加えて,地山が石室主軸
の東側で掘方の東縁上肩から下り傾斜を呈し,240米
で終っている事実があることなどから, もし旧地表を

墳丘の形成に利用したと考えるならば墳丘は径 5米 ,

墳高120米前後を測る小規模な円形墳かと思われた。

本墳の封土は全て流出していたが,西半分はB-3号
古墳の墳丘を利用しており,墳丘推定地全域を精査し

た結果墳丘には周濠・葺石・埴輪等の設置はなかった

ものと考ヌ_ら れた。

掘方 本古墳の内部主体たる横穴式石室は,B-3

号吉墳の東側墳丘裾部にあって南北に主軸を置き,南
に開口した長方形の掘方内に営造されている。この掘

方は,その上縁において東西 2米,南北325米をはか

る。深さは最深部で50糎をはかる。下底部は東西150

米,南北290米で平底である。

右側壁内面より83糎外方に掘方東縁上肩があり,側

壁最下底石材底面と同レベル,内へ38糎の地に掘方東

縁下底がある。左側壁内面より63糎外方に掘方西縁上

肩があり,側壁最下底石材底面と同レベル,内へ33糎

の地に掘方西縁下底がある。奥壁内面より54糎外方に

掘方北縁上肩があり,奥壁最下底石底面と同レベル,

内へ35糎の地に掘方北縁下底部がある。従って, B一

3号古墳の墳丘裾部に掘穿された掘方の北と西によせ

て石室を架構しており,且つ掘方内に石室の全てが造

作されていたと考えられる。

石室 本古墳の埋葬主体たる石室は南西に開回する
横穴式石室であり,破壊がはなはだしく天丼石はすで

に遺存せず,奥壁と左右両壁は大部分が最下底石しか

残存していない。現存する石室の規模は,二段積みの

(第 B-4号古墳・石室)

第 B-4号 古 墳 の 調 査
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石室で全長247米,中は奥壁部で60糎,中央部で78糎
,入口部で59糎をはかる中バくらみのプランをもち,
高さは床面より57糎をはかる。石室は奥壁,両側壁に
大きな石材を立てて横長に設置して最下段とし,二段
目は小石を小口積みし上面を整え天丼石を架構しやす

くする。棺高より少し高い位置に天丼石の下底部をも

ってくるためであろう。床面は平石を敷詰め,その間
を小石で隙間なく詰めて水平な床面を形成している。

本石室の特徴は,羨道部が省略されて,玄室のみ構
築されていることであって, この石室も全長250米 ,

巾078米～058米,高さ060米のように一棺を埋葬す
ることのみを考慮に入れて構築されており,横穴式石
室としての本来的な機能を失いつつあるかの如くであ

る。羨道部は省略されてはいるが,横穴式石室として

解

狐栗古墳群は滋賀県甲賀郡甲西町大字針小字狐栗に

所在し,現集落の背後07粁の地, 針川の東岸の平坦
地に営造された全21基よりなる後期古墳群である。21

基の古墳は,幹線路,支線路により7支群に区別され

各群平均 3～ 4基より構成されており,各支群最奥当
乃至は支線路に面する2墳の背後に所在する古墳は,

いずれも木棺直葬の方墳や小石室を具えるものであり

横穴式石室をもつ通有な円墳とその間に極めて明瞭な

対照を示した。

そうした内容を表示すれば下表の如くであるが今詳

叫に検討すれば,まず,発掘調査したA-2号古墳,
B2。 3号古墳C l号古墳はいづれも通有な横穴式石
室を構えた円墳であり, 6世紀末に築造されるもの,

7世紀前葉に築造されるものがあり,各支群間の横穴
式石室をもつ円墳は 1世代 1墳 と成層的に成立してお

り,内容はいずれも家族墓とするに相応しく最小限 3

A支群

の意識のもとに構築されたらしく,石室南側に掘方は
存在していたが,その掘方内には壁を作るような石材
の設置された痕跡は見られず,石室外南側に2個の石
材が置かれており,それを羨道閉塞石として用いてい
たかもしれないと考えられるにとどまる。いずれにせ

よ,一棺埋葬用の簡略化した横穴式石室の一種と考え
られるであろう。

被葬者と遺物と時期 本吉墳は一棺埋葬用の横穴式
石室であるので,当然被葬者は一人である。遺物は何
一つなく時期は明確にし得ないが,B-3号 古墳より
新しい事実を知り得たにとどまった。

小結 B-4号 古墳は一棺埋葬用の簡略化された横
穴式石室をB-3号古墳の東墳丘裾部に持つとはいえ
独立し,B古墳群中後期に属する。  (中 井貞夫)

名以上を被葬していることが考えられる。一方追葬に

ついては必ずしも6世紀末築造の石室墳が 7世紀前葉
のそれよりも早く追葬を切り上げている事実はなく,

両石室墳の被葬者との類縁関係に応じて追葬が行なわ

れていた事実を示している。た|こ横穴式石室墳の累代

的成層的形成の事実は家長の死を契機とするか,それ
を予測しての営造と思われ,その故に縁製して石室墳
が誕生するものと考えられた。追葬者はこうした家長

との類縁者であって本人を中心に前後各 2世代を合む

場合が十分考えられ,それがため追葬時期が各墳それ
ぞれに異る結果を生むに至ったのであろう。さて,木
棺を直葬する方形墳,乃至は小石室を具えた古墳はい
づれも7世紀中葉の築造に係るものと推察されるが,
こうした古墳は横穴式石室のもつ一墳多時,家族墓,
追葬という性格と異リー墳一時・個人墓・合葬という

特色ある内容をもっている。こうした内容をもつ古墳
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は各支群に 1基づつ見られるのであるから,追 って家
族類縁者を追葬する計画はなく,当初よりこうした家
長乃至は夫婦・類縁者合奔を目的とし意識的,計画的
に遣墓したことを示しており, 7世紀中葉における造
墓意識の大きな変化がここに指摘しうることとなるの

である。しかも, こうした葬墓が各支群 I基づつであ
り2基を成層的に形成していない事実は 7世紀中葉の

住かな時間後,古墳造営の風が各家族 =各支群ごとに
終焉した事実を晴示していると見ることができ,こ こ
に, 6世紀末乃至fま 7世紀初頭における追葬を意識し
た横穴式石室墓の成立と展開, 7世終中葉前半におけ
る追葬を断った木棺直葬墓への移行 (石室内追葬はつ

づく),ついで 7世終中葉中ばごろの古墳造営の終焉
という3段階を等しくblFl栗古墳群各支群が経過したこ

とを知りうるのである。

本例と相似た場合は,野洲川をへだてた対岸,甲西
町菩堤寺の西はづれ竜王山古墳群にも指摘され 5基 4

群中尾根を異にするI墳を除外すれば下降するI尾根
上に4横穴式石室墳が直列し最高所に存する第 4号古
墳のみは小石室・単葬墓であった。しかし甲賀郡水口

町波涛平古墳群にはこうした追葬を考えない古墳の成
立はなく,一見相似した蒲生郡束部の木棺直葬墳も数
多い追葬が指摘され異った性格を示しており,他に現
在そうした展開を顕示する例は乏しい。ただ県外なら

ば大阪府南河内郡や奈良県などに同様な追葬を意識し

ない横口式石室墓や小石室が指摘されるが,群集墳に

おける事例は乏しく今後に期して倹つ所が大である。

恐らく,造墓意識の変化と造墓の終焉は狐栗古墳群の
場合各支群=各家族をおおう形で見られ,そ こに社会
的背景,起因のあることを思わせるのである。
いづれにせよ,狐栗古墳群は追葬を可能とする横穴
式石室をもつ円墳の営造後,終焉を飾る特殊な単葬・

合葬を内容とする木棺直葬の方形墳,小石墓をもつ小
円墳が成立する。この二者を復原的に図示すれば下図

の通りであり,よ くその性格の差を示している。木/1t

直葬の方形墳は強頭方錐状台基上に埋葬施設である方

丘を載せる特色あるものであって,従前類例少なく,
よく被葬者の性格にもとづく造型であることが理解で

きる。こうした造型をもつ古墳の成立が広汎に成立し

たとは考えられず,本古墳群を特色づけるもの,ひい
ては顕界の家族の性格をも暗示するといたよう。

本古墳群21基中7基が今回幹線農道設置のため止む

なくその盛上の対象となり,事前発掘調査を実施した
が,その成果の重要l■に鑑み 4基を移築しその公開を
はかった。幹線農道を迂回せしめ多大の経費を投じて

直壁石垣に工法をかた,埋没さけがたい 7基について
も発掘調査,一部移築を実施し,の ち残存地域全般を
緑地化する計画をたてられた, タキイ種苗株式会社に

厚く謝意をのべるとともに,炎天下調査に従事された
調査員諸氏,種々御協力を賜わった地元針区に謝辞を
のべたいと思 う。 (水野正好)

0                                                  7m
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